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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第53期 

第２四半期累計期間 
第54期 

第２四半期累計期間 
第53期 

会計期間 
自平成26年２月１日 
至平成26年７月31日 

自平成27年２月１日 
至平成27年７月31日 

自平成26年２月１日 
至平成27年１月31日 

売上高 （千円） 2,114,771 2,373,501 4,287,962 

経常利益 （千円） 154,701 294,633 341,726 

四半期（当期）純利益 （千円） 94,202 185,651 210,655 

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － － 

資本金 （千円） 238,284 238,284 238,284 

発行済株式総数 （株） 2,656,980 2,656,980 2,656,980 

純資産額 （千円） 1,063,050 1,306,889 1,153,029 

総資産額 （千円） 1,606,270 1,845,234 1,830,898 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額 
（円） 35.46 69.88 79.30 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円） － － － 

１株当たり配当額 （円） 10.00 15.00 25.00 

自己資本比率 （％） 66.2 70.8 63.0 

営業活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） 164,915 △61,397 512,120 

投資活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） △1,298 △780 △15,430 

財務活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） △76,732 △39,501 △123,301 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高 
（千円） 790,047 974,872 1,076,551 

 

回次
第53期

第２四半期会計期間
第54期

第２四半期会計期間
 

会計期間
自平成26年５月１日
至平成26年７月31日

自平成27年５月１日
至平成27年７月31日

 

１株当たり四半期純利益金額 （円) 14.71 33.54  

  （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

  当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

  当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

  当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、輸出の持ち直し、設備投資の増加基調、雇用・所得環境の改善等

により、緩やかに回復を続けております。先行きについても、回復が続いていくことが見込まれますが、中国経済

をはじめとした海外経済の下振れ等のリスクに注視していく必要があります。

  当社の主要顧客である自動車業界においては、エコカー、先進安全自動車等の開発比重の高まりにより、機械設

計開発分野に加え、電気・電子設計開発分野、ソフトウェア開発分野の技術者の要請が大幅に増加いたしました。

また、精密機器メーカーからの要請も引き続き堅調に推移いたしました。

  このような状況の中、当社の技術者派遣事業においては、技術者数、稼働率が前年同期を上回ったことに加え、

新卒技術者を当初の予定より前倒しで配属できたことにより、稼働人員は前年同期を上回りました。また、高いス

キルを有する技術者の高付加価値な業務への配属が進捗したことに加え、平成27年４月入社の新卒技術者の質が向

上し、初配属単価が上昇したことにより、技術者単価は前年同期を上回りました。労働工数についても、残業時間

の増加等の影響により、前年同期を上回りました。請負・受託事業においては、技術者を派遣事業へ戦略的にシフ

トしたことに伴い、受注高が減少いたしました。

  これらの結果、当第２四半期累計期間の売上高は2,373,501千円（前年同期比12.2％増）、営業利益は298,263千

円（前年同期比97.2％増）、経常利益は294,633千円（前年同期比90.5％増）、四半期純利益は185,651千円（前年

同期比97.1％増）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

  当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前事業年度末に比べ101,678

千円減少し、974,872千円となりました。

  当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動の結果使用した資金は、61,397千円（前年同期は164,915千円の獲得）となりました。これは主に、税

引前四半期純利益294,633千円があったものの、売上債権の増加額123,601千円、未払金の減少額109,082千円、法

人税等の支払額105,640千円があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動の結果使用した資金は、780千円（前年同期比518千円減）となりました。これは主に、有形固定資産の

取得による支出865千円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動の結果使用した資金は、39,501千円（前年同期比37,230千円減）となりました。これは主に、配当金の

支払額39,461千円があったことによるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

  該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,000,000

計 9,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年７月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年９月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,656,980 2,656,980

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株 

計 2,656,980 2,656,980 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

  該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年５月１日～
平成27年７月31日

－ 2,656,980 － 238,284 － 168,323
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（６）【大株主の状況】

    平成27年７月31日現在 

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％) 

株式会社関口興業社 兵庫県尼崎市長洲東通３丁目１－13 1,155,000 43.47 

アルトナー従業員持株会 大阪市北区中之島３丁目２－18 325,912 12.26 

大阪中小企業投資育成株式会社 大阪市北区中之島３丁目３－23 120,000 4.51 

田中  幸夫 大阪市東淀川区 74,000 2.78 

奥坂  一也 大阪府岸和田市 68,720 2.58 

張替  朋則 茨城県つくば市 66,560 2.50 

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－10 54,900 2.06 

横田  成昭 大阪府枚方市 36,000 1.35 

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目４ 35,400 1.33 

アルトナー役員持株会 大阪市北区中之島３丁目２－18 29,800 1.12 

計 － 1,966,292 74.00 

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年７月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式        400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  2,655,500 26,555 －

単元未満株式 普通株式      1,080 － －

発行済株式総数 2,656,980 － －

総株主の議決権 － 26,555 －

  （注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式44株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年７月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社アルトナー
兵庫県尼崎市西大物町

５番２号
400 － 400 0.02

計 － 400 － 400 0.02

 

２【役員の状況】

  該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について 

  当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

  当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成27年５月１日から平成27

年７月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成27年２月１日から平成27年７月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。 

 

３．四半期連結財務諸表について 

  当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成27年１月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成27年７月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,076,551 974,872 

受取手形及び売掛金 478,804 602,405 

仕掛品 785 － 

原材料及び貯蔵品 2,249 2,134 

その他 71,538 68,650 

貸倒引当金 △2,800 △3,600 

流動資産合計 1,627,128 1,644,464 

固定資産    

有形固定資産 84,920 83,169 

無形固定資産 26,150 22,886 

投資その他の資産    

敷金及び保証金 58,640 58,541 

その他 34,057 36,173 

投資その他の資産合計 92,697 94,714 

固定資産合計 203,769 200,770 

資産合計 1,830,898 1,845,234 

負債の部    

流動負債    

未払法人税等 109,620 122,139 

賞与引当金 56,724 70,529 

その他 428,714 249,750 

流動負債合計 595,058 442,418 

固定負債    

退職給付引当金 82,799 95,915 

その他 10 10 

固定負債合計 82,810 95,926 

負債合計 677,868 538,345 

純資産の部    

株主資本    

資本金 238,284 238,284 

資本剰余金 168,323 168,323 

利益剰余金 745,360 898,509 

自己株式 △246 △286 

株主資本合計 1,151,722 1,304,830 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 1,307 2,059 

評価・換算差額等合計 1,307 2,059 

純資産合計 1,153,029 1,306,889 

負債純資産合計 1,830,898 1,845,234 
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成26年２月１日 

 至 平成26年７月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成27年２月１日 
 至 平成27年７月31日) 

売上高 2,114,771 2,373,501 

売上原価 1,415,454 1,498,026 

売上総利益 699,316 875,474 

販売費及び一般管理費 ※ 548,032 ※ 577,211 

営業利益 151,284 298,263 

営業外収益    

受取利息 8 9 

受取配当金 80 87 

受取手数料 259 256 

研修教材料 658 541 

保険配当金 997 3,431 

助成金収入 840 593 

その他 1,026 792 

営業外収益合計 3,871 5,712 

営業外費用    

支払利息 373 41 

解約違約金 37 9,300 

その他 43 － 

営業外費用合計 454 9,341 

経常利益 154,701 294,633 

税引前四半期純利益 154,701 294,633 

法人税、住民税及び事業税 92,821 117,902 

法人税等調整額 △32,322 △8,919 

法人税等合計 60,498 108,982 

四半期純利益 94,202 185,651 
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成26年２月１日 

 至 平成26年７月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成27年２月１日 
 至 平成27年７月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 154,701 294,633 

減価償却費 3,910 5,015 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 700 800 

賞与引当金の増減額（△は減少） 65,600 13,805 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,258 24,521 

受取利息及び受取配当金 △88 △96 

支払利息 373 41 

未収入金の増減額（△は増加） 1,561 △3,788 

売上債権の増減額（△は増加） △112,799 △123,601 

たな卸資産の増減額（△は増加） 947 899 

未払消費税等の増減額（△は減少） 49,770 △67,702 

未払金の増減額（△は減少） 937 △109,082 

その他 40,248 8,743 

小計 203,602 44,188 

利息及び配当金の受取額 88 96 

利息の支払額 △335 △41 

法人税等の支払額 △38,440 △105,640 

営業活動によるキャッシュ・フロー 164,915 △61,397 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 － △865 

無形固定資産の取得による支出 △2,010 － 

敷金及び保証金の差入による支出 △246 △369 

敷金及び保証金の回収による収入 1,198 468 

投資有価証券の取得による支出 △227 － 

その他 △13 △13 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,298 △780 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △50,426 － 

自己株式の取得による支出 △25 △40 

配当金の支払額 △26,281 △39,461 

財務活動によるキャッシュ・フロー △76,732 △39,501 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 86,884 △101,678 

現金及び現金同等物の期首残高 703,163 1,076,551 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 790,047 ※ 974,872 
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

  「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号  平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号  平成24年５月17日公表分。

以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げら

れた定めについて第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存

勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単

一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

  退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

  この結果、当第２四半期累計期間の期首の退職給付引当金が11,405千円減少し、利益剰余金が7,346千円増加し

ております。なお、当第２四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（四半期損益計算書関係）

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
  前第２四半期累計期間 
（自  平成26年２月１日 

    至  平成26年７月31日） 

  当第２四半期累計期間 
（自  平成27年２月１日 

    至  平成27年７月31日） 

給料及び手当 197,872千円 202,940千円 

旅費交通費 64,139千円 70,882千円 

賃借料 53,650千円 56,756千円 

賞与引当金繰入額 16,113千円 13,085千円 

退職給付費用 4,260千円 10,580千円 

減価償却費 3,910千円 5,015千円 

貸倒引当金繰入額 700千円 800千円 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間

（自  平成26年２月１日
至  平成26年７月31日）

当第２四半期累計期間
（自  平成27年２月１日
至  平成27年７月31日）

現金及び預金勘定 790,047千円 974,872千円

現金及び現金同等物 790,047千円 974,872千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ  前第２四半期累計期間（自平成26年２月１日  至平成26年７月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年４月24日 

定時株主総会
普通株式 26,566 10.00 平成26年１月31日 平成26年４月25日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後となる

もの

決議 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年９月８日 

取締役会
普通株式 26,565 10.00 平成26年７月31日 平成26年10月６日 利益剰余金

 

Ⅱ  当第２四半期累計期間（自平成27年２月１日  至平成27年７月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年４月23日 

定時株主総会
普通株式 39,848 15.00 平成27年１月31日 平成27年４月24日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後となる

もの

決議 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年９月７日 

取締役会
普通株式 39,848 15.00 平成27年７月31日 平成27年10月６日 利益剰余金

 

（金融商品関係）

  金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

 

（有価証券関係）

  有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

 

（デリバティブ取引関係）

  該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

  該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  当社の報告セグメントは単一であるため、記載を省略しております。 
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（１株当たり情報）

  １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自  平成26年２月１日
至  平成26年７月31日）

当第２四半期累計期間
（自  平成27年２月１日
至  平成27年７月31日）

１株当たり四半期純利益金額 35円46銭 69円88銭

（算定上の基礎）    

四半期純利益金額（千円） 94,202 185,651

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 94,202 185,651

普通株式の期中平均株式数（株） 2,656,591 2,656,550

  （注）  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

  該当事項はありません。

 

２【その他】

  平成27年９月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………39,848千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………15円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成27年10月６日

（注）  平成27年７月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

  該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年９月８日

株式会社アルトナー 

取締役会  御中 

 

有限責任 あずさ監査法人 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 浅井  愁星    印 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 中畑  孝英    印 

 

  当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アルト

ナーの平成27年２月１日から平成28年１月31日までの第54期事業年度の第２四半期会計期間（平成27年５月１日から平成

27年７月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成27年２月１日から平成27年７月31日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行

った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

  経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

  当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルトナーの平成27年７月31日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 

  （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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